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妙義山パノラマパーク（富岡市）

No.366 11２０１９

県　人　口 ： 1,938,178人
対　前　月 ： -1,133人
　　男　　 ： 958,280人
　　女　　 ： 979,898人
世　帯　数 ： 805,453世帯

（県移動人口調査  ：令和元年９月１日現在）

FAX
県内の観光情報をお知らせしています。「グ
グっとぐんま公式サイト」（ググっとぐんま
観 光 宣 伝 推 進 協 議 会 ホ ー ム ペ ー ジ）
https://gunma-dc.net/

スマートフォンやタブレットでも「ぐんま広報」
の電子書籍版をご覧になれます。詳しくは県ホ
ームページをご覧ください。

（1）ぐんま広報　令和元年11月 3日発行

外
国
人
材
へ
の
期
待

　
近
年
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う
人
口
減
少

や
東
京
一
極
集
中
、
求
人
と
求
職
の
ミ
ス

マ
ッ
チ
な
ど
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
で

労
働
力
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
本
県
の
外
国

人
住
民
数
は
平
成
30
年
に
は
5
万
6
千
人

を
超
え
る
な
ど
、
外
国
人
材
は
県
経
済
に

と
っ
て
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
は
30
年
に
出
入
国
管
理
法
を
改
正
し
、

人
手
不
足
対
策
と
し
て
新
た
な
在
留
資
格

「
特
定
技
能
」
を
創
設
し
ま
し
た
。
こ
の

在
留
資
格
を
有
す
る
外
国
人
は
、
一
定
の

専
門
性
・
技
能
を
持
っ
た
、
即
戦
力
と
な

る
人
材
で
す
。
こ
う
し
た
制
度
が
で
き
た

こ
と
に
よ
り
、
国
内
で
就
労
で
き
る
外
国

人
の
範
囲
が
拡
大
し
、
今
後
さ
ら
な
る
活

躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

受
け
入
れ
体
制
の
整
備
が
課
題

　
外
国
人
材
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
の
は

日
本
だ
け
で
は
な
く
、
韓
国
や
台
湾
な
ど

も
獲
得
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
県
内
産

業
に
外
国
人
材
を
呼
び
込
む
た
め
に
は
、

日
本
で
働
き
た
い
と
考
え
て
い
る
人
に
群

馬
を
選
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
受
け
入
れ
体

制
を
整
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
働
く
場
所
だ
け
で
な
く
生
活
者
と

し
て
の
支
援
も
必
要
で
す
。
本
県
で
は
伊

勢
崎
市
や
太
田
市
、
大
泉
町
な
ど
で
国
際

交
流
・
多
文
化
共
生
の
取
り
組
み
が
進
ん

で
い
ま
す
。

　
今
後
は
全
県
的
に
外
国
人
の
増
加
が
予

想
さ
れ
る
た
め
、
さ
ら
に
充
実
し
た
対
応

が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

外
国
人
の
活
躍
を
推
進
す
る
た
め
に

　

県
で
は
外
国
人
材
の
受
け
入
れ
促
進

や
、
共
生
の
た
め
の
環
境
を
整
備
す
る
た

め
、
県
の
一
元
的
な
窓
口
と
し
て
４
月
に

外
国
人
活
躍
推
進
課
を
設
置
し
ま
し
た
。

ま
た
７
月
に
は
、
外
国
人
の
生
活
上
の
不

安
を
解
消
す
る
た
め
の
相
談
窓
口
「
ぐ
ん

ま
外
国
人
総
合
相
談
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
セ
ン

タ
ー
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
他
に
も
職
場
で
の
活
躍
に
向
け
て
、
日

本
語
指
導
に
関
す
る
企
業
向
け
研
修
や
、

医
療
を
受
け
る
際
に
通
訳
を
必
要
と
す
る

人
の
た
め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
す
る

事
業
を
行
う
な
ど
、
外
国
人
住
民
に
寄
り

添
っ
た
政
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
外
国
人
材
を
呼
び
込
み
、
共
に
支
え
合

う
環
境
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
取
り
組
み

や
、
外
国
人
材
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
て

い
る
企
業
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。
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県内の外国人住民数の推移
人

年
昭和 平成

リーマンショック入管法改正 東日本大震災

その他
ベトナム
ペル－
中国
韓国・朝鮮
フィリピン
ブラジル
合　計

8,138

12,603

40,489

56,597

48,032

4,628

出典：「県内外国人住民の状況」（県外国人活躍推進課）
※平成 14 年以前はベトナム人の統計をとっていない

　
深
刻
な
人
手
不
足
が
続
く
中
、
外
国
人
材
は
県
経
済
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
存
在
で

す
。
し
か
し
言
葉
や
文
化
・
習
慣
の
違
い
か
ら
、
お
互
い
に
戸
惑
い
や
不
安
を
感
じ
る

こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
共
に
群
馬
で
暮
ら
し
、
働
く
仲
間
と
し
て
、
外
国
人
住

民
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　１０月１２日から１３日にかけて通過した台風１９号により、本県を含む複数の都県で河川の氾濫や土砂災害
などが発生しました。亡くなられた方々に哀悼の誠を捧げるとともに、被災された方々に対しましてお見舞い申
し上げます。県では市町村と協力し、県民生活の正常化に向けて全庁を挙げてしっかりと取り組んでいきます。�

県民の皆さまへ

特集
外
国
人
の
活
躍
推
進

～
支
え
合
う
社
会
に
、
そ
し
て
選
ば
れ
る
群
馬
に
～

群馬県知事　山本 一太



（2）ぐんま広報　令和元年11月 3日発行

　外国人住民の皆さんに寄り添った共生の政策を打ち出していくため
に、山本知事と外国人住民との座談会を開催（8月2２日）。6事業所か
ら6人の外国人住民（ベトナム、インドネシア、中国、ネパールの4カ
国）の皆さんが出席し、知事と直接意見交換しました

　県では、日本で就職を希望する県内の留学生向けに、県内
企業の情報を知ってもらうためのバスツアーを平成２７年度
から開催しています。このツアーに参加することで留学生と
企業がお互いを知る機会となり、マッチングが進むことが期待
されます。
　今年度は３回実施し、６つの事業所を見学しました。参加
者はベトナム人、中国人、インドネシア人など延べ１６人で
した。
　ツアーでは、企業による業務内容の説明の他、職場の様子
や製造している製品を見学しました。
　学生からは、仕事のやりがいについて質問が出たり、企
業について知るこ
とができ、勉強に
なったという感想
が聞かれたりしま
した。

　県では、定住外国人などを対象として、介護分野への新規
参入・定着促進を図るための日本語研修を開催しています。
介護の仕事に興味のある人（入門コース）、または介護の仕
事をしている人（介護記録コース）の２コースから、自分に
合ったコースで学習することができます。昨年度は伊勢崎、
太田の２会場で開催したところ、延べ７３人が受講し、入門
コースから就労につながった事例もありました。
　入門コースでは、介護の仕事に関する理解と、介護で使用
する基本的な声掛け、語

ご
彙
い

、口頭表現などの日本語を学習し
ます。また介護記
録コースでは、介
護記録の作成やケ
アプランの理解に
つながる日本語の
読み書き、表現な
どを学習します。
※今後の開催予定
など詳しくは、県
ホームページ（https://www.pref.gunma.jp/02/
d23g_00222.html）をご覧ください

　県ではこれまで、外国人の受け
入れ・定着のため、さまざまな事
業に取り組んできました。今後は
さらに外国人と日本人が共に支え
合う環境の充実が必要です。
　外国人を単なる労働力ではなく、群馬で暮らす生活
者（県民）として捉え、新しい共生の在り方「群馬モ
デル」を構築・実現していきます。そして外国人が「日
本で働くなら群馬が良い」と実感し、発信したくなる
ような、魅力的で選ばれる県を目指していきます。

日程・場所・申込期限

内容
○講演
・演題　外国人介護人材の受け入れについて
・講師　堀

ほり
永
ひさ

乃
の

（グローバル人財サポート浜松代表理事）

○パネルディスカッション　定住外国人や技能実習生を受け入
れている介護施設が受け入れの経緯や良かった点を紹介
○監理団体ブース　団体からの説明など
定員　各１００人（先着順）　 費用　無料
申し込み方法　所定の申込用紙
申込用紙入手先　県庁介護高齢課
※県ホームページ（https://www.pref.gunma.jp/02/
d2300380.html）からも入手できます
※電子申請受付システム‌（https://s-kantan.jp/
pref-gunma-u/）からも申し込めます
問い合わせ先　県庁介護高齢課　
☎０２７‒２２６‒２５６５

外国人留学生のための
企業見学バスツアー定住外国人等のための

介護に関する日本語研修

■■外国人介護人材受入準備セミナー

産業用ドローンの説明を熱心に聞く外国人留学生

太田会場で実施した研修の様子

日本ネパール中国インドネシアベトナム

外国人の活躍を推進する群馬県 －日本で働きたいと考える
　　　　外国人に選ばれる県を目指して－

日程 場所 申込期限
12月16日（月） 高崎市総合福祉センター（高崎市末広町） 12月12日（木）

12月17日（火） 渋川市勤労福祉センター（渋川市石原） 12月13日（金）

２年1月30日（木） 太田市福祉会館（太田市飯塚町） １月28日（火）

１月31日（金） 県社会福祉総合センター（前橋市新前橋町） １月29日（水）



問い合わせ先

（3）ぐんま広報　令和元年11月 3日発行

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
製
造
業
を
営
み
、

外
国
人
材
の
定
着
に
向
け
た
取
り
組
み
に

も
積
極
的
な
柴
田
合
成
（
甘
楽
町
）
代
表

取
締
役
社
長
の
柴
田
さ
ん
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

外
国
人
材
を
受
け
入
れ
る

　
「
現
在
当
社
で
は
、
高
度
外
国
人
材
と

し
て
ベ
ト
ナ
ム
人
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
８
人
が

働
い
て
い
ま
す
。
以
前
は
主
に
国
内
の
理

系
大
学
生
を
採
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
数

年
前
か
ら
求
人
数
に
対
し
て
応
募
者
が
少

な
く
な
り
、
必
要
な
人
材
の
確
保
が
難
し

く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
打
開
策
と
し
て
、

作
業
の
ロ
ボ
ッ
ト
化
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
積
極
的
に
海
外
に
人
材
を
求
め
て
き

ま
し
た
。

　
ベ
ト
ナ
ム
人
に
も
日
本
人
と
同
じ
採
用

試
験
を
受
け
て
も
ら
い
、
同
じ
条
件
で
採

用
し
て
い
ま
す
。
４
月
か
ら
勤
務
し
て
い

る
エ
ン
ジ
ニ
ア
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ハ
ノ
イ

工
科
大
学
な
ど
の
工
業
系
大
学
で
機
械
工

学
や
電
気
工
学
を
学
ん
だ
人
材
で
す
。
大

学
で
専
門
的
な
知
識
を
身
に
付
け
て
い
る

の
で
、
金
型
の
設
計
や
自
社
で
使
用
す
る

産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
な
ど
を
任
せ
て

い
ま
す
。

　
よ
り
高
度
な
技
術
を
身
に
付
け
る
た
め

に
、
帰
宅
後
も
毎
日
勉
強
し
て
い
る
と
聞

県庁外国人活躍推進課　☎027-226-3394

日程・場所
・１２月８日（日）　高崎市中央公民館（高崎市末広町）
・２年２月１６日（日）　伊勢崎市役所（伊勢崎市今泉町）
時間　午前１０時～午後３時
相談員　弁護士、行政書士、社会保険労務士
通訳　英語、ポルトガル語、ベトナム語、中国語、スペイン語、
タガログ語　　費用　無料
申し込み方法　当日、直接会場にお越しください
※電話で予約をすると確実です。詳しくはお問い合わせください
問い合わせ先　ぐんま外国人総合相談ワンストップセンター　
☎上記

　県内に在住する外国人の皆さんが、安心して群馬で生活でき
るよう、さまざまな相談に応じる窓口です。
開所日　月～金曜日　※祝日、年末年始を除く
相談時間　午前９時～午後５時
所在地　前橋市大手町（県庁昭和庁舎内）
曜日別相談対応言語（５外国語＋やさしい日本語）

※翻訳機による対応は７４言語
費用　無料
※詳しくは、県ホームページ（https://www.pref.
gunma.jp/03/ci11_00005.html）をご覧くだ
さい

問い合わせ先　ぐんま外国人総合相談
ワンストップセンター
☎０２７‒２８９‒８２７５

　日本語を聞く・話すことが苦手で病院に行けないなど、困っ
ている外国人住民が利用できる制度です。
医療通訳ボランティアとは　外国人住民が病気になったときな
どに、言葉の問題で治療を受けられないことがないよう、医師
などとのやり取りを通訳します
費用　２千円(交通費として病院または患者が負担してください）
※派遣可能な医療機関や対応言語、申し込み方法など詳しくは、
お問い合わせください
問い合わせ先　群馬の医療と言語・文化を考える会　☎０２７
‒２８９‒２４４０

　「当センターでは、さまざま
な手続き・法令・制度から、
ごみ出しなどの社会生活上の
ルールに至るまで、どんな内
容の相談にも応じています。
外国人の方は誰でも利用でき、
日本人の方が外国人に代わっ
て相談することも可能です。
　またセンターでは、市町村
において相談内容が専門的で
難しい場合などの対応を支援
する他、国の機関とも連携し

ています。
　日本語が分からないと、日本の制度や習慣などが理解できな
いため、トラブルが起こる原因になります。当センターでは悩
みを聞いたり、専門の機関を紹介したりすることでサポートを
していきます。経験豊富な相談員が対応しますので、気軽に利
用してもらいたいですね。相談者の立場に立った対応により、
安心して群馬で暮らせるようになると良いと思います」

■■外国人のための法律相談を行っています ■■医療通訳ボランティア制度をご利用ください

い
て
い
ま
す
。
仕
事
に
真し
ん

摯し

に
向
き
合
う

姿
勢
に
は
、
頭
が
下
が
る
思
い
で
す
。
い

つ
か
一
人
前
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
、
群

馬
を
支
え
る
人
材
に
育
っ
て
ほ
し
い
で
す

ね
。
こ
れ
か
ら
の
活
躍
を
大
い
に
期
待
し

て
い
ま
す
」

共
に
働
く
仲
間
と
し
て

　
「
当
社
で
は
、
母
国
へ
技
術
を
持
ち
帰

る
こ
と
を
目
的
に
来
日
し
た
技
能
実
習
生

も
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
技
能
実
習
生
に

は
、
製
造
補
助
業
務
や
製
品
検
査
業
務
を

担
当
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
限
ら
れ
た

在
留
期
間
の
中
で
、
少
し
ず
つ
高
度
な
こ

と
に
挑
戦
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
日
本
に
来
て
１
年
ほ
ど
で
日
本
語

を
聞
く
・
話
す
力
も
身
に
付
き
、
笑
顔
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
当
社
以
外
に
も
外
国
人
材
の
採
用
を
考

え
て
い
る
企
業
は
年
々
増
え
て
い
ま
す
。

企
業
側
は
、
受
け
入
れ
た
人
材
を
共
に
群

馬
で
暮
ら
し
、
働
く
仲
間
と
し
て
大
切
に

し
て
ほ
し
い
で
す
。
お
互
い
良
い
関
係
を

築
く
こ
と
が
、
必
ず
良
い
仕
事
に
も
つ
な

が
っ
て
い
く
と
信
じ
て
い
ま
す
。
私
は
そ

ん
な
熱
い
思
い
で
や
っ
て
い
ま
す
」

柴
し ば

田
た

 洋
ひろし

さん

ベトナム人のエンジニアらを囲む会社の仲間たち

ぐんま外国人総合相談ワンストップセンター
リーダー　小

こ

阿
あ

瀬
せ

達
た つ

哉
や

さん

ぐんま外国人総合相談ワンストップセンター

対応言語 月 火 水 木 金
英語 〇 〇 〇 〇 〇

ポルトガル語 〇 〇 〇
ベトナム語 〇 〇 〇 〇 〇
中国語 〇 〇 〇 〇
スペイン語 〇 〇 〇 〇

海
外
に
人
材
を
求
め
て
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豚コレラウイルスの拡散防止に
ご協力ください

「Ｇメッセ群馬」来春4月オープン！　～催事など予約受け付け中です～
　高崎駅東口近くに整備を進めている群馬コンベンションセンター「Ｇメッセ群馬」が、来年４月にオープンします。「Ｇメッセ群馬」は展示施設と
会議施設が一体となっており、展示会やコンサート、学会、会議、各種イベントなど、さまざまな催事を開催することができます。
　現在、展示ホール（１万平方㍍）やメインホール（千人収容）、大会議室（５００人収容）などを利用する催事の予約を受け付けています。また４
月18日（土）、19日（日）には、ステージイベントや飲食・物産の販売、観光情報コーナーなどを設けたオープニングイベントを開催します。
　詳しくは「Gメッセ群馬」ホームページ（Ｈ参照）をご覧ください。
他　催事の期間や規模、申請時の予約状況によって、予約を受け付けられない場合がありますので、ご了承ください
問　県庁コンベンション推進課（☎０２７－８９７－２７０８）

子どもの虐待をなくしましょう
～児童虐待防止のためのオレンジリボンキャンペーン～ 　拉致問題に関する理解を深め、解決に向けて私たちに何ができるの

か考えるきっかけとしてもらうための講演会です。
日　11月 9日（土）　午後１時30分～３時30分
所　館林市三の丸芸術ホール（館林市城町）
内　
○啓発DVD「拉致　私たちは何

な ぜ

故、気付かなかったのか！」の上映
○講演会
　・演題　群馬から考える拉致問題
　�・講師　荒

あら

木
き

和
か ず ひ ろ

博（拓殖大学海外事情研究所
教授）

定　500人先
￥　無料
 申し込み方法 　当日、会場に直
問　県庁健康福祉課 (☎０２７ー２２６ー２５１１)

県議会「第3回後期定例会」

拉致問題講演会

　11月26日（火）に開会し、本会議と委員会は、誰でも簡単に傍
聴できます。
日・ 議事予定 

 開会時刻 　午前10時（予定）　￥　無料
 申し込み方法 　当日、会場に直
他　本会議は、県議会Ｈ（http://www.gunma-pref.stream.
jfit.co.jp/）でご覧になれます。また質疑および一般質問は、群馬テ
レビでも生中継します
問　県議会事務局政策広報課（☎０２７－８９７－２８９２）

日程 議事予定 日程 議事予定

11月
26日㈫ 本会議（開会・提案説明）

12月

6日㈮ 常任委員会

29日㈮ 本会議（質疑および一般質問） 9日㈪ 常任委員会

12月
2日㈪ 本会議（質疑および一般質問） 11日㈬ 特別委員会

4日㈬ 本会議（質疑および一般質問） 16日㈪ 本会議（委員長報告・議決・閉会）

　11月は児童虐待防止推進月間です。虐待を受けたと思われる子ど
もを見つけた場合は、法律により、児童相談所または市町村に通告す
ることが求められています。あなたの1本の電話が子どもや保護者の
支援につながります。
通告先
・こどもホットライン24（フ０１２０ー７８３ー８８４　携帯電話
の場合は☎０２７ー２６３ー１１００　24時間受け付け）
・児童相談所全国共通ダイヤル（☎局番なし１

い ち は や く

８９）
【関連行事】
児童虐待防止をテーマにしたパネルなどの展示
日　11月８日(金)まで　 午前９時～午後10時
※８日は４時まで
所　県庁（前橋市大手町）
問　県庁児童福祉課（☎０２７ー２２６ー２６２８）

　本県の山林で豚コレラウイルスに感染した野生イノシシが見つかり
ました。豚コレラウイルスは土の中にいる可能性があり、入山者の靴
底や車両のタイヤなどに付いて運ばれることがあります。
　本県は全国4位の養豚県です。農場の豚への感染を防止するため、
県内の山林などに入る際は、以下のことにご協力をお願いします。
・下山時に靴底などの土・泥をよく落とす
・車両のタイヤを消毒する
・県や市町村が設置している消毒ポイント
を活用する
他　
・豚コレラは豚やイノシシの病気であり、
人には感染しません
・消毒ポイントの場所など詳しくは、お問い合わせください
問　県庁畜産課家畜防疫対策室（☎０２７－２２６－３１１１）

案内図

[約1.1km]

JR高崎駅から
徒歩約15分

関越自動車道
高崎玉村スマートICから

車約15分

◎電車をご利用の場合

◎車をご利用の場合

案内図

[約1.1km]

JR高崎駅から
徒歩約15分

関越自動車道
高崎玉村スマートICから

車約15分

◎電車をご利用の場合

◎車をご利用の場合

レセプション利用イメージ（大会議室）展示会利用イメージ（展示ホール）

東
口

○ファクスによる問い合わせは、県庁広報課（027-243-3600）へINFORMATION
インフォメーション ○問い合わせの際は、番号を間違えないようにお願いします

○ HPはぐんま広報ホームページ版（https://www.pref.gunm 
a.jp/cate_list/ct00001205.html）をご覧ください

凡　例 日 日程・時間　　 所 場所　　 内 内容休 休館日　　
￥ 費用　　対 対象・資格　　  他 その他　　申 申込先

問 問い合わせ先　　定 定員（先 先着　抽 抽選　選  選考）
受 受付・申込期間（必 必着　消 消印有効）

申し込み方法など
直 直接・持参　　郵 郵送　　☎  電話　　 E  Eメール　　 F  ファクス
〒 郵便番号　　 フ フリーダイヤル
シ  電子申請受付システム（https://s-kantan.jp/pref-gunma-u/）



海外からの誘客に向けて
　本県では、群馬の魅力を中国に発信し観光客を呼び込む取り組
みを進めています。９月には利用者が７億人を超える中国最大級
のＳＮＳ「微

ウェイ

博
ボ ー

」で大きな影響力を持つインフルエンサーと呼ば
れる人たちを招待し、県内の温泉地や富岡製糸場などを訪ねてＳ
ＮＳで魅力発信してもらったり、意見交換を行ったりしました。
　意見交換では、温泉の素晴らしさが印象に残ったという声の他、
県内を舞台にした人気漫画と連携したツアーやぐんまちゃんの活
用方法、動画による魅力発信、キャッシュレス決済の普及など、
誘客のためのアイデアをいただきました。
　今後、これらの意見を参考にしながら、海外からの誘客を促進
するため、中国において群馬の魅力を伝える動画配信、観光スポ
ットでの多言語対応、
キャッシュレス化促進、
観光ホームページのリ
ニューアルなどに取り
組んでいきます。

中国のＳＮＳ「微博」の関係者との意見交換会の様子

山本
一太の

知事コラム

https://www.pref.gunma.jp/cate_list/ct00001205.html
はぐんま広報ホームページ版をご覧ください（右図から読み取れます）HP
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る
制
度
が
あ
り
ま
す

問　
県
警
察
本
部
広
報
広
聴
課
（
☎
０
２

７
・
２
４
３
・
０
１
１
０
内
線
２
１
５
１
）

キ
レ
イ
に
守
ろ
う
！
ぐ
ん
ま
の

水
環
境「
浄
化
槽
エ
コ
補
助
金
」

家
庭
の
排
水
は　
下
水
道
で
処
理
す
る
方

法
と
、下
水
道
が
無
い
地
域
で
は
、家
庭
の

浄
化
槽
で
処
理
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　
浄
化
槽
に
は
、
ト
イ
レ
の
排
水
だ
け
を

処
理
す
る
単
独
処
理
浄
化
槽
と
、
風
呂
や

台
所
の
排
水
も
併
せ
て
処
理
す
る
合
併
処

理
浄
化
槽
が
あ
り
ま
す
。

　
単
独
処
理
浄
化
槽
で
は
、
風
呂
や
台
所

の
排
水
が
そ
の
ま
ま
川
へ
流
れ
る
た
め
、

川
の
汚
れ
の
原
因
に
な
り
ま
す

「
浄
化
槽
エ
コ
補
助
金
」
と
は　
単
独
処

理
浄
化
槽
や
浄
化
槽
の
普
及
前
か
ら
使
用

さ
れ
て
い
る
く
み
取
り
槽
か
ら
、
合
併
処

理
浄
化
槽
へ
の
切
り
替
え
を
支
援
す
る
も

の
で
す
。

　
元
年
度
に
受
け
ら
れ
る
「
浄
化
槽
エ
コ

補
助
金
」
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い

補
助
額　
10
万
円

補
助
予
定
基
数　
１
１
０
０
基
先

対　
個
人
設
置
型
浄
化
槽
の
補
助
対
象
地

域
の
人
だ
け
で
す
。
詳
し
く
は
、
浄
化
槽

を
設
置
す
る
場
所
の
市
役
所
・
町
村
役
場

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
・
問

・
申
請
な
ど
に
つ
い
て
…
市
町
村
の
浄
化

槽
担
当
課

・
制
度
に
つ
い
て
…
県
庁
下
水
環
境
課

（
☎
０
２
７
・
２
２
６
・
３
６
８
９
）

試
　
験

農
林
大
学
校
一
般
入
校
試
験

（
前
期
）

日　
12
月
７
日
㈯

所　
県
立
農
林
大
学
校（
高
崎
市
箕
郷
町
）

対　・
一
般
…
高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学

校
後
期
課
程
を
卒
業
し
た
人
（
２
年
３
月

ま
で
に
卒
業
見
込
み
を
含
む
）
ま
た
は
大

学
入
学
資
格
を
有
す
る
人

・
社
会
人
コ
ー
ス
…
大
学
入
学
資
格
を
有

し
、
か
つ
１
年
以
上
の
就
業
経
験
を
有
す

る
人

定　・
一
般
…
野
菜
コ
ー
ス
20
人
、
花
き
果
樹

コ
ー
ス
15
人
、
酪
農
肉
牛
コ
ー
ス
15
人
、

農
と
食
の
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
25
人
、
森
林

コ
ー
ス
20
人

※
定
員
に
は
、推
薦
入
校
試
験
合
格
者（
各

コ
ー
ス
の
定
員
の
80
％
程
度
）
を
含
む

・
社
会
人
コ
ー
ス
…
野
菜
専
攻
３
人
、
花

き
・
果
樹
専
攻
２
人

受　
11
月
14
日
㈭
～
27
日
㈬

出
願
方
法　
所
定
の
出
願
用
紙

出
願
用
紙
配
布
場
所　
県
立
農
林
大
学
校

※
県
立
農
林
大
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ

参
照
）
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す

問　
県
立
農
林
大
学
校
（
☎
０
２
７
・
３

７
１
・
３
２
４
４
）　

県
職
員
の
仕
事
と
採
用
に
関
す

る
説
明
会

【
県
外
説
明
会
】

日　
12
月
23
日
㈪

・
警
察
官
、
警
察
事
務
…
午
後
１
時
30
分

～
３
時

・
県
職
員
…
午
後
1
時
30
分
～
４
時
15
分

所　
都
道
府
県
会
館
（
東
京
都
千
代
田
区

平
河
町
）

定・
警
察
官
、
警
察
事
務
…
36
人
先

・
県
職
員
…
80
人
先

【
県
内
説
明
会
】

日　
２
年
１
月
７
日
㈫

・
警
察
官
…
午
前
10
時
～
11
時
30
分

・
県
職
員
…
午
後
1
時
30
分
～
４
時
45
分

所　
県
庁
（
前
橋
市
大
手
町
）

定・
警
察
官
…
２
０
０
人
先

・
県
職
員
（
行
政
事
務
）
…
１
５
０
人
先

・
県
職
員
（
行
政
事
務
以
外
）
…
１
2
０

人
先

【
共
通
事
項
】

内　
県
職
員
の
仕
事
内
容
や
採
用
試
験
の

概
要
説
明

受　
11
月
18
日
㈪
～
12
月
15
日
㈰

￥　
無
料

申
し
込
み
方
法　
シ

問　
県
人
事
委
員
会
事
務
局
（
☎
０
２
７

・
２
２
６
・
２
７
４
５
）

催
　
し

板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
・
ふ
れ
あ

い
タ
ウ
ン
ち
よ
だ
「
秋
の
分
譲

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

　
県
が
造
成
し
た
住
宅
団
地
で
秋
の
分
譲

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
催
し
ま
す
。
住
宅
の

購
入
を
検
討
し
て
い
る
人
は
、
ぜ
ひ
こ
の

機
会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　
11
月
11
日
㈪
ま
で

対
象
の
住
宅
団
地　
板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

（
板
倉
町
）
、
ふ
れ
あ
い
タ
ウ
ン
ち
よ
だ

（
千
代
田
町
）　

内　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に
板
倉
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
販
売
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
ふ
れ
あ

い
タ
ウ
ン
ち
よ
だ
現
地
案
内
所
で
ア
ン
ケ

ー
ト
に
記
入
す
る
と
、ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん
グ
ッ

ズ
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
ま
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に
対
象
の

住
宅
団
地
で
土
地
の
購
入
予
約
を
し
、
２

年
２
月
29
日
㈯
ま
で
に
契
約
し
た
人
に
は

県
内
温
泉
宿
泊
券
や
「
厳
選
素
材
詰
め
合

わ
せ
上
州
和
牛
す
き
焼
き
セ
ッ
ト
」
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す

申
し
込
み
方
法　
当
日
、
会
場
に
直

問
い
合
わ
せ
先　
県
庁
団
地
課
（
☎
０
２

７
・
２
２
６
・
３
９
５
５
）

り
ょ
う
も
う
グ
ル
メ
シ
ー
ル
ラ

リ
ー

　
両
毛
地
域
各
市
町
の
イ
ベ
ン
ト
参
加
店

舗
で
「
ご
当
地
グ
ル
メ
」
を
楽
し
み
「
ご

当
地
シ
ー
ル
」
を
集
め
る
シ
ー
ル
ラ
リ
ー

で
す
。

　
３
市
町
以
上
を
巡
っ
て
応
募
す
る
と
、

抽
選
で
賞
品
が
当
た
り
ま
す
。

日　
12
月
20
日
㈮
ま
で

応
募
方
法　
所
定
の
応
募
用
紙

応
募
用
紙
配
布
場
所　
県
庁
県
民
セ
ン
タ

ー
、
栃
木
県
庁
（
栃
木
県
宇
都
宮
市
塙

田
）、
両
毛
広
域
都
市
圏
（
桐
生
市
、
太

田
市
、
館
林
市
、
み
ど
り
市
、
板
倉
町
、

明
和
町
、
千
代
田
町
、
大
泉
町
、
邑
楽

町
、
栃
木
県
足
利
市
、
佐
野
市
）
の
市
役

所
・
町
役
場
な
ど

他　
詳
し
く
は
、
両
毛
広
域
都
市
圏
総
合

整
備
推
進
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
参

照
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問　
館
林
市
企
画
課
（
☎
０
２
７
６
・
７

２
・
４
１
１
１
）

北
関
東
総
体
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

イ
ベ
ン
ト

　
来
年
度
、
北
関
東
を
中
心
に
開
催
さ
れ

る
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
（
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
）
を
、
県
内
の
高
校
生
が
Ｐ
Ｒ

し
ま
す
。
体
験
ブ
ー
ス
や
豪
華
ゲ
ス
ト
の

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り

お
知
ら
せ

県
庁
舎
な
ど
の
一
般
開
放
を
休

止
し
ま
す

　
設
備
の
集
中
点
検
の
た
め
、
県
庁
舎
な

ど
の
一
般
開
放
を
休
止
し
ま
す
。
期
間
中

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

日　
11
月
9
日
㈯
、
10
日
㈰

対
象
施
設　
県
庁
舎
、
議
会
庁
舎
、
昭
和

庁
舎
、
県
民
駐
車
場
（
い
ず
れ
も
前
橋
市

大
手
町
）

問　
県
庁
管
財
課
（
☎
０
２
７
・
２
２
６

・
２
１
２
５
）

警
察
が
行
う
犯
罪
被
害
者
支
援

に
つ
い
て

　
11
月
25
日
か
ら
12
月
１
日
は
「
犯
罪
被

害
者
週
間
」
で
す
。

　
警
察
で
は
、
犯
罪
の
被
害
者
や
そ
の
家

族
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
情
報
提
供
…
刑
事
手
続
き
の
概
要
や
捜

査
へ
の
協
力
の
お
願
い
、
犯
罪
被
害
者
な

ど
が
利
用
で
き
る
制
度
、
各
種
関
係
機
関

の
相
談
窓
口
な
ど
に
つ
い
て
情
報
を
提
供

し
ま
す

・
経
済
的
負
担
の
軽
減
…
特
定
の
犯
罪
に

よ
り
傷
害
な
ど
を
負
っ
た
場
合
に
、
医
療

費
な
ど
を
支
給
し
、
被
害
者
の
経
済
的
な

負
担
を
軽
減
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す

・
精
神
的
負
担
の
軽
減
…
安
心
し
て
被
害

の
届
け
出
や
相
談
な
ど
が
で
き
る
よ
う
、

被
害
者
や
そ
の
家
族
の
た
め
の
聴
取
室
を

設
け
て
い
る
他
、
専
門
員
を
配
置
す
る
な

ど
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
体
制
を
整
備
し
て

い
ま
す

・
安
全
の
確
保
…
同
一
の
犯
人
か
ら
再
度

危
害
を
受
け
な
い
よ
う
に
、
防
犯
指
導
や

立
ち
寄
り
警
戒
を
行
う
他
、
さ
ま
ざ
ま
な

機
材
な
ど
を
活
用
し
て
安
全
対
策
を
講
じ

ま
す

・
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
制
度
お
よ
び
国

外
犯
罪
被
害
弔
慰
金
等
支
給
制
度
…
故
意

の
犯
罪
行
為
に
よ
り
、
死
亡
、
負
傷
ま
た

は
疾
病
が
生
じ
た
場
合
お
よ
び
、
国
外
に

お
け
る
故
意
の
犯
罪
行
為
に
よ
り
死
亡
、

障
害
が
残
っ
た
場
合
に
、
ご
遺
族
や
被
害

者
本
人
に
対
し
て
国
が
一
時
金
を
支
給
す

視覚に障害がある人のために「ぐんま広報」の点字版、テープ版およびCD版（デイジー）を発行しています。希望する人は、県庁広報課（☎027-226-2162）までお問い合わせください

ふれあいタウンちよだ（坪６万円台～） 板倉ニュータウン（坪７万円台～）



クロスワードパズルの正解者の中から抽選で、ザスパクサツ群馬（12月１日いわてグルージャ盛岡戦）、群馬クレインサンダーズ（今シーズンホームゲーム
共通）、群馬交響楽団定期演奏会（2年１月26日）のチケット（２枚組み）をそれぞれ５人にプレゼントします。詳しくは８ページをご覧ください

 期　日 　２年1月２５日（土）　 開演時刻 　午後３時（２時15分開場）
 会　場 　太田市民会館（太田市飯塚町）
 内　容 　指揮：飯

いいもり
守泰

たい
次
じ

郎
ろう

、バイオリン：竹
たけざわ

澤恭
きょう

子
こ

曲目：ブラームス／バイオリン協奏曲 ニ長調 作品77、交響曲 第2番 ニ
長調 作品73
 入 場 料 　Ｓ席＝５，０００円、Ａ席＝４，５００円、
　　　　　  Ｂ席＝３，５００円、Ｃ席＝２，５００円
 入場券販売場所 　群馬交響楽団事務局（高崎市栄町）、太田市民会館など 

問 群馬交響楽団事務局
　 ☎ 027-322-4316　Ｈ http://www.gunkyo.com/ 

 会　場   正田醤油スタジアム群馬（前橋市敷島町）
 入場料   指定席＝2,900円　※自由席は席種などにより異なりま
す。詳しくはお問い合わせください
 入場券販売場所 　ベイシアワールドスポーツ西部モール店（伊勢崎
市宮子町）・前橋みなみモール店（前橋市新堀町）など
問 ザスパクサツ群馬 　 
　 ☎ 027-225-2350　Ｈhttps://www.thespa.co.jp/ 

	

日程 開始時刻 対戦相手
11月 ４日(月) 午後６時 ロアッソ熊本
11月17日(日) 午後７時 ギラヴァンツ北九州
12月  １日(日) 午後２時 いわてグルージャ盛岡

群馬交響楽団東毛定期演奏会情報ザスパクサツ群馬試合情報

日程 開始時刻 会場 対戦相手
11月3日（日） 午後1時 千代田 アースフレンズ東京Ｚ
11月８日（金） 午後7時

前橋 Fイーグルス名古屋
11月９日（土） 午後2時

群馬クレインサンダーズ試合情報

 会　場   千代田…千代田町総合体育館（千代田町上五箇）
　　　　 前橋…ヤマト市民体育館前橋（前橋市上佐鳥町）
 入場料   席種などにより異なります。詳しくはお問い合わせください
 入場券購入先 　群馬クレインサンダーズホームページ
 問 群馬プロバスケットボールコミッション
　  ☎０２７- ２８９-９５６２　Ｈ https://g-crane-thunders.jp/
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OCT      NOV

特　集
か　お
県政の話題
その他

販売場所：県庁県民センター、県内取扱書店

  県庁広報課　  027-226-2162

県からの最新情報をお届けしています！ 県では下記広報媒体などで、県政情報の他、イベントや観光情報、防災・災害情報など、皆さんの
暮らしに役立つ情報を発信しています。また知事の日々の活動を県庁広報課公式 Twitter や
Facebookなどで配信しています。ぜひご覧ください

月～木曜日 午後５時50分
ぐんま情報トッピング
FM GUNMA

イチバン

     毎週金曜日 午後７時30分 
（再放送）日曜日 午前９時30分

11月 ８日 / 公開収録特別番組
11月15日 / 桐生市
11月22日 / 高山村・東吾妻町

群馬の宣伝部長ぐんまちゃん、宣伝部員のタイムマシーン３号と女性部員が県
内各地を巡り、知る人ぞ知る地域の魅力を、群馬県の魅力として県内外に紹介
します

Twitter 

LINEFacebook
SNSで広がる！　ぐんまの魅力
人間国宝の講談師　神田松鯉さん
ぐんまグッジョブフェア・障害者雇用促進トップセミナー
ぐんま名山探訪（船ヶ鼻山）、ぐんま湯けむり浪漫（相間川
温泉）、おさんぽ日和（水上駅周辺エリア）など

※それぞれ右図から読み取れます

しょうかん だ り

11月10日㈰
発売予定

定価３６7円
　　　 (税込み）

フェイスブック ライン

ツイッター

県庁広報課
公式 SNS10･11

（6）ぐんま広報　令和元年11月 3日発行

だ
く
さ
ん
で
す
。

日　
11
月
9
日
㈯　
午
後
１
時
～
４
時

所　
け
や
き
ウ
ォ
ー
ク
前
橋
（
前
橋
市
文

京
町
）

申
し
込
み
方
法　
当
日
、
会
場
に
直

他　
来
場
者
に
は
、大
会
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ

ズ
や
県
内
特
別
支
援
学
校
の
生
徒
が
作
っ

た
記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
詳
し

く
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
Ｈ
参
照
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問　
県
庁
健
康
体
育
課
（
☎
０
２
７
・
８

９
７
・
２
９
３
３
）

ぐ
ん
ま
花
フ
ェ
ス
タ

　
県
西
毛
地
域
で
花
を
生
産
し
て
い
る
若

手
農
家
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
い

い
夫
婦
の
日
（
11
月
22
日
）
に
、
大
切
な

人
に
感
謝
の
思
い
を
花
で
届
け
る
、
花
贈

り
の
文
化
を
提
案
し
ま
す
。

日　
11
月
９
日
㈯　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

所　
ら
ら
ん
藤
岡
（
藤
岡
市
中
）

内　
色
鮮
や
か
な
群
馬
の
鉢
花
や
花
壇
苗

の
展
示
・
直
売
の
他
、
花
で
彩
ら
れ
た
会

場
で
は
、
花
苗
な
ど
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
フ

ラ
ワ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
な
ど
、
催
し
物
が

盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
の
最
後

に
は
、
ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
の
点
灯
式
も
行
い
ま
す

￥　
無
料

申
し
込
み
方
法　
当
日
、
会
場
に
直

問　
県
西
部
農
業
事
務
所
（
☎
０
２
７
・

３
２
１
・
３
６
０
０
）

昨年のイベントの様子

県
り
ん
ご
品
評
会

　
県
内
で
生
産
さ
れ
た
リ
ン
ゴ
の
秀
作
の

展
示
・
販
売
、
生
産
者
に
よ
る
直
売
を
行

い
ま
す
。

日　
11
月
14
日
㈭　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

所　
県
庁
（
前
橋
市
大
手
町
）

内・
生
産
者
に
よ
る
直
売
…
午
前
10
時
か
ら

商
品
終
了
ま
で

・
展
示
品
の
一
般
公
開
…
正
午
か
ら
３
時

ま
で

・
展
示
品
の
販
売
…
３
時
か
ら
販
売
品
終

了
ま
で

￥　
無
料

申
し
込
み
方
法　
当
日
、
会
場
に
直

他　
直
売
・
販
売
で
購
入
を
希
望
す
る
人

は
早
め
に
お
越
し
く
だ
さ
い

問　
県
庁
蚕
糸
園
芸
課
（
☎
０
２
７
・
２

２
６
・
３
１
３
６
）

リンゴの秀作を展示・販売

ぐ
ん
ま
女
性
活
躍
推
進
講
演
会

　
地
域
ぐ
る
み
で
女
性
活
躍
応
援
の
輪
を

広
げ
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

　
社
会
学
者
と
し
て
メ
デ
ィ
ア
で
活
躍
す

る
講
師
が
、
男
女
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え
る
社

会
問
題
に
触
れ
な
が
ら
、
男
性
も
女
性
も

共
に
幸
せ
に
生
き
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
に
つ

い
て
話
し
ま
す
。

日　
11
月
24
日
㈰　
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

所　
県
立
館
林
美
術
館（
館
林
市
日
向
町
）

演
題　
「
居
場
所
」
の
な
い
男
、「
時
間
」

が
な
い
女
～
だ
れ
も
が
幸
せ
に
な
る
た
め

に
～

講
師　
水み

無な
し

田た

気き

流り
う

（
詩
人・社
会
学
者
）

定　
１
３
０
人
先

￥　
無
料

受　
11
月
15
日
㈮
ま
で

申
し
込
み
方
法　
☎
、
Ｆ
、
Ｅ
ま
た
は
所

定
の
申
込
用
紙
。
氏
名
、
所
属
（
勤
務
先

や
団
体
・
学
校
名
な
ど
）、
電
話
番
号
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

申
込
用
紙
入
手
先　
Ｈ

申
・
問　
県
庁
県
民
生
活
課
（
☎
０
２
７

・
２
２
６
・
２
９
０
２　
Ｆ
０
２
７
・
２

２
１
・
０
３
０
０　
Ｅkenm

insei@
 

pref.gunm
a.lg.jp

）

落
語
で
学
ぼ
う
成
年
後
見
制
度

　
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
、
落
語
で
楽

し
く
学
び
ま
す
。

日　
11
月
29
日
㈮　
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

所　
川
場
村
文
化
会
館
（
川
場
村
谷
地
）

定　
２
０
０
人
先

￥　
無
料

受　
11
月
15
日
㈮
ま
で

申
し
込
み
方
法　
Ｆ
。
氏
名
、
電
話
番

号
、
住
所
地
の
市
町
村
を
記
入
し
て
く
だ

さ
い

他　
詳
し
く
は
、
県
社
会
福
祉
協
議
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
参
照
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い

申
・
問　
県
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
０
２

７
・
２
５
５
・
６
０
３
２　
Ｆ
０
２
７
・

２
５
５
・
６
４
４
４
）

ぐ
ん
ま
読
書
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
４
月
に
施
行
し
た
「
群
馬
県
民
の
読
書

活
動
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
の
趣
旨
を

県
民
に
広
め
る
た
め
に
開
催
し
ま
す
。

日　
11
月
30
日
㈯　
午
後
１
時
～
４
時
30
分

所　
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
前
橋
市
文

京
町
）

内○
子
ど
も
朗
読
大
会

○
講
演
会

・
演
題　
わ
た
詩し

の
絵
本

・
講
師　
内う

ち

田だ

麟り
ん

太た

郎ろ
う

（
絵
本
作
家
）

定　
２
０
０
人
先

受　
11
月
15
日
㈮
ま
で
必

申
し
込
み
方
法　
☎
、
Ｆ
、
郵
ま
た
は

Ｅ
。
参
加
人
数
、
代
表
者
の
氏
名
・
電
話

番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

※
定
員
を
超
え
た
た
め
参
加
で
き
な
い
場

合
、
11
月
中
旬
ま
で
に
連
絡
し
ま
す

申
・
問　
県
庁
生
涯
学
習
課
（
〒
３
７
１

ー
８
５
７
０　
☎
０
２
７
・
２
２
６
・
４

６
６
２　
Ｆ
０
2
７
・
２
２
４
・
８
７
８

０　
Ｅkigakushu@

pref.gunm
a.

lg.jp

）
女
性
の
た
め
の
お
し
ご
と
フ
ェ
ア

　
こ
れ
か
ら
就
職
し
た
い
と
考
え
て
い
る

子
育
て
中
の
女
性
な
ど
を
対
象
に
し
た
合

同
企
業
説
明
会
で
す
。
企
業
約
20
社
が
参

加
し
、
採
用
担
当
者
か
ら
仕
事
内
容
や
採

用
方
法
な
ど
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
他
、

就
職
に
役
立
つ
各
種
相
談
ブ
ー
ス
を
設
置

し
ま
す
。

日　
12
月
11
日
㈬　
午
後
１
時
～
３
時
30
分

所　
絣か

す
り

の
郷
（
伊
勢
崎
市
昭
和
町
）

対　
就
職
を
希
望
す
る
子
育
て
中
の
女
性

な
ど

定　
40
人
先

※
託
児
定
員
は
20
人
先
。
定
員
を
超
え
た

場
合
は
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す

￥　
無
料

受　
12
月
10
日
㈫
ま
で

※
当
日
参
加
も
可
能
で
す
が
、
事
前
に
申

し
込
む
と
受
け
付
け
が
ス
ム
ー
ズ
で
す

申
し
込
み
方
法　
☎
ま
た
は
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

ぐ
ん
ま
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
参
照
）

他　
未
就
学
児
の
み
対
象
の
無
料
託
児
サ

ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す

申
・
問　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ぐ
ん
ま
高
崎
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
２
７・３
３
０・４
５
１
０
）

憩
の
森
自
然
講
座
「
門
松
づ
く

り
に
挑
戦
し
よ
う
」

日　
12
月
15
日
㈰　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

所　
県
森
林
学
習
セ
ン
タ
ー
（
渋
川
市
伊

香
保
町
）

内　
日
本
の
伝
統
文
化
と
自
然
と
の
関
わ

り
を
考
え
な
が
ら
門
松
を
作
り
ま
す

定　
30
人
先

￥　
５
０
０
円
（
材
料
費
）

申
込
開
始
日　
11
月
15
日
㈮

申
し
込
み
方
法　
☎

申
・
問　
県
森
林
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
０

２
７
９
・
７
２
・
３
２
２
０
）
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美
術
館
・
博
物
館

な
ど
の
催
し

＊
印
の
施
設
で
は
、
障
害
者
手
帳
な
ど
を

お
持
ち
の
方
と
そ
の
介
護
者 （
１
人
）
は

無
料
で
す
。
証
明
で
き
る
も
の
を
お
持
ち

く
だ
さ
い

近
代
美
術
館
企
画
展
「"M

モo

ノn 
o

ロ

ー

グ

log i

イ
ン

n t

ザ

he D

ド

ー

ム

oom
"

佃つ
く
だ 

弘ひ
ろ

樹き

」
＊

佃弘樹《The Needle and the 
Damage Done》2017年

　
東
京
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ベ
ル
リ
ン
な

ど
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ア
ー
ト
シ
ー
ン
で
作
品

を
発
表
し
続
け
る
佃
弘
樹
の
「
現
在
」
を

紹
介
し
ま
す
。

日　
12
月
16
日
㈪
ま
で　
午
前
９
時
30
分

～
午
後
５
時
（
入
館
は
４
時
30
分
ま
で
）

休　
月
曜
日
（
11
月
４
日
、
12
月
16
日
を

除
く
）、
11
月
５
日
㈫

※
展
示
替
え
に
よ
る
休
館
日
も
あ
り
ま
す

所　
県
立
近
代
美
術
館（
高
崎
市
綿
貫
町
）

観
覧
料　
一
般
＝
３
０
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
１
５
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

他　
詳
し
く
は
、
県
立
近
代
美
術
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
参
照
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問　
☎
０
２
７
・
３
４
６
・
５
５
６
０

ぐ
ん
ま
昆
虫
の
森
「
虫
の
絵
作

品
展
」
＊

今年度金賞受賞者の作品

　
県
内
の
小
学
生
が
夏
休
み
に
描
い
た
虫

の
絵
の
中
か
ら
、
校
内
で
選
抜
さ
れ
た
作

品
を
展
示
し
ま
す
。

日　
12
月
24
日
㈫
ま
で　
午
前
９
時
30
分

～
午
後
４
時
30
分
（
入
園
は
４
時
ま
で
）

休　
月
曜
日
（
11
月
４
日
を
除
く
）、
11

月
５
日
㈫

所　
県
立
ぐ
ん
ま
昆
虫
の
森
（
桐
生
市
新

里
町
）

入
園
料　
一
般
＝
４
１
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
２
０
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

問　
☎
０
２
７
７
・
７
４
・
６
４
４
１

日
本
絹
の
里
特
別
展「
岡お

か

田だ

教の
り

子こ

　
伝
統
の
絣・未
来
へ
繋
ぐ
」
＊

　
日
本
の
伝
統
的
な
手て

括く
く

り
絣か

す
り

の
技
法
に

自
身
の
機
織
り
技
術
を
融
合
し
た
、
新
し

い
染
織
の
世
界
を
作
り
上
げ
る
岡
田
教
子

の
作
品
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

日　
11
月
9
日
㈯
～
12
月
16
日
㈪　
午
前

９
時
30
分
～
午
後
５
時

休　
火
曜
日　

所　
県
立
日
本
絹
の
里（
高
崎
市
金
古
町
）

観
覧
料　
一
般
＝
２
０
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
１
０
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

問　
☎
０
２
７
・
３
６
０
・
６
３
０
０岡田教子「It creates me.」（左）、

「When I am with you, I feel alive.」（右）

埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
最
新

情
報
展
「
天
明
泥
流
に
被
災
し

た
村
」

日　
11
月
10
日
㈰
～
２
年
４
月
中
旬　
午

前
９
時
～
午
後
５
時
（
入
場
は
４
時
30
分

ま
で
）

休　
土
曜
日
、
12
月
28
日
㈯
～
１
月
４
日

㈯
、
祝
日
（
１
月
12
日
、
２
月
23
日
を
除

く
）、
１
月
13
日
㈪
、
２
月
24
日
㈪

所　
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
発
掘

情
報
館
（
渋
川
市
北
橘
町
）

内　
浅
間
山
の
噴
火
に
伴
う
天
明
３
年
の

泥
流
で
埋
没
し
た
、
江
戸
時
代
の
集
落
か

ら
出
土
し
た
生
活
用
具
や
仏
具
を
展
示
し

ま
す

観
覧
料　
無
料

問　
☎
０
２
７
9
・
5
２
・
2
５
1
３

館
林
美
術
館
ピ
カ
ソ
展
記
念
講

演
会
「
《
ゲ
ル
ニ
カ
》
は
誰
の

も
の
？
」

　
企
画
展
示
「
ピ
カ
ソ
展
―
ゲ
ル
ニ
カ

［
タ
ピ
ス
リ
］
を
め
ぐ
っ
て
」
の
記
念
講

演
会
で
す
。

日　
11
月
10
日
㈰　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

所　
県
立
館
林
美
術
館（
館
林
市
日
向
町
）

演
題　
《
ゲ
ル
ニ
カ
》
は
誰
の
も
の
？
―

ピ
カ
ソ
と
ス
ペ
イ
ン
の
綱
引
き

講
師　
松ま

つ

田だ

健け
ん

児じ（
慶
應
義
塾
大
学
准
教
授
）

￥　
無
料

申
し
込
み
方
法　
当
日
、
会
場
に
直

他　
詳
し
く
は
、
館
林
美
術
館
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
Ｈ
参
照
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問　
☎
０
２
７
６
・
７
２
・
８
１
８
８

歴
史
博
物
館
企
画
展
講
演
会「
土

偶
の
か
た
ち
の
面
白
さ
」

日　
11
月
17
日
㈰　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

所　
県
立
歴
史
博
物
館（
高
崎
市
綿
貫
町
）

講
師　
原は

ら

田だ

昌ま
さ

幸ゆ
き

（
文
化
庁
主
任
文
化
財

調
査
官
）

内　
土
偶
の
「
か
お
」
に
注
目
し
、
土
偶

の
形
の
移
り
変
わ
り
と
面
白
さ
を
分
か
り

や
す
く
話
し
ま
す

定　
１
４
４
人
先

￥　
無
料

申
し
込
み
方
法　
☎

申
・
問　
☎
０
２
７
・
３
４
６
・
５
５
２
２

ぐ
ん
ま
天
文
台
「
双
眼
鏡
で
天

体
を
探
そ
う
」
＊

　
双
眼
鏡
を
使
っ
て
星
雲
や
星
団
を
探
す

方
法
を
紹
介
し
ま
す
。

日　
11
月
23
日
㈯　
午
後
６
時
～
８
時
30
分

所　
県
立
ぐ
ん
ま
天
文
台（
高
山
村
中
山
）

￥　
無
料

※
観
覧
料
が
か
か
り
ま
す

観
覧
料　
一
般
＝
３
０
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
２
０
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

申
し
込
み
方
法　
当
日
、
会
場
に
直

他　
歩
行
が
困
難
な
人
は
、
当
館
の
駐
車

場
と
会
場
の
間
を
送
迎
し
ま
す
。
駐
車
場

ト
イ
レ
横
の
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い

問　
☎
０
２
７
９
・
７
０
・
５
３
０
０

土
屋
文
明
記
念
文
学
館
企
画
展

記
念
講
演
会

　
「
萩は

ぎ
わ
ら原

恭き
ょ
う次じ

郎ろ
う

生
誕
１
２
０
年
記
念
展

『
詩
と
は
？
詩
人
と
は
？
』」
の
記
念
講

演
会
で
す
。

日　
11
月
30
日
㈯　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

所　
県
立
土
屋
文
明
記
念
文
学
館
（
高
崎

市
保
渡
田
町
）

演
題　
萩
原
恭
次
郎
と
ダ
ダ
・
未
来
派
・

ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
―
『
死
刑
宣
告
』
を
中
心

に
―

講
師　
塚つ

か
は
ら原
史ふ

み（
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
）

定　
１
５
０
人
先

￥　
無
料

申
し
込
み
方
法　
☎
ま
た
は
事
前
に
来
館

申
・
問　
☎
０
２
７・３
７
３・７
７
２
1
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秋
色
に
染
ま
る
絶
景
「
太
平
山
」

　
蔵
の
街
・
栃
木
市
の
西
に
位
置
す

る
太
平
山
。
赤
や
黄
色
に
色
づ
い
た

モ
ミ
ジ
で
彩
ら
れ
る
紅
葉
は
見
事
で

す
。
山
頂
近
く
の
謙
信
平
か
ら
は
関

東
平
野
が
一
望
で
き
、
周
囲
の
峰
々

が
霧
に
浮
か
ぶ
雄
大
な
景
観
は
「
陸

の
松
島
」
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
。
秋
晴

れ
の
日
に
は
、
遠
く
に
富
士
山
や
東

京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
な
ど
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
日
本
夜
景
遺
産

に
認
定
さ
れ
た
夜
の
眺
め
も
圧
巻
で

す
。

　
11
月
下
旬
に
は「
も
み
じ
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
「
玉
子
焼
き
」
無
料
体

験
教
室
や
風
船
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、

太
平
山
随
神
太
鼓
な
ど
、
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
ま
た
山

頂
付
近
の
茶
店
で
は
、
太
平
山
三
大

名
物
「
焼
き
鳥
・
玉
子
焼
き
・
だ
ん

ご
」
が
味
わ
え
ま
す
。

　
名
物
を
堪
能
し
な
が
ら
、
太
平
山

の
紅
葉
と
と
も
に
秋
の
澄
ん
だ
空
に

広
が
る
関
東
平
野
の
絶
景
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

祭
り
の
期
間　
11
月
15
日
㈮
～
12
月

1
日
㈰

問　
栃
木
市
観
光
協
会
（
☎
０
２
８

２
・
２
５
・
２
３
５
６
）

茨
城
の
絶
品
「
あ
ん
こ
う
鍋
」

　
茨
城
の
冬
の
味
覚
「
ア
ン
コ
ウ
」。

特
徴
的
な
見
た
目
な
が
ら
さ
っ
ぱ
り

と
し
た
味
わ
い
で
、
コ
ラ
ー
ゲ
ン
た

っ
ぷ
り
の
白
身
や
脂
が
乗
っ
た
肝
は

絶
品
で
す
。
11
月
～
３
月
に
か
け
て

旬
を
迎
え
る
ア
ン
コ
ウ
を
余
す
と
こ

ろ
な
く
楽
し
む
な
ら
、
骨
以
外
の
部

位
全
て
を
美
味
し
く
味
わ
え
る
鍋
が

お
薦
め
。
茨
城
で
あ
ん
こ
う
鍋
を
味

わ
い
、
身
も
心
も
温
ま
り
ま
せ
ん
か
？

　
詳
し
く
は
、
県
公
式
観
光
情
報
サ

イ
ト
「
観
光
い
ば
ら
き
」（
Ｈ
参
照
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

も
み
じ
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
×
ケ
ー
ブ
ル

カ
ー
夜
間
運
行

　
紅
葉
で
色
づ
く
筑
波
山
は
、
ケ
ー

ブ
ル
カ
ー
や
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
か
ら
の

眺
め
が
圧
巻
。
期
間
限
定
で
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
ま
す
。

昼
間
と
は
違
い
、
闇
夜
に
浮
か
ぶ
紅

葉
は
幻
想
的
で
、
と
て
も
ロ
マ
ン
チ

ッ
ク
な
雰
囲
気
で
す
。

期
間　
12
月
1
日
㈰
ま
で
の
土
・
日

曜
日
、
祝
日
お
よ
び
11
月
18
日
㈪
～
22

日
㈮

問　
筑
波
山
観
光
案
内
所
（
☎
０
２

９
・
８
６
６
・
１
６
１
６
）

※
３
県
連
携
企
画
と
し
て
茨
城
・
栃
木
県
の
観
光
情
報
を
紹
介
し
ま
す

秋
・
冬
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
出
掛
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

赤や黄色に色づく太平山のモミジ

アンコウを余すところなく楽しめる鍋

萩原恭次郎



当
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広告の内容に関する一切の責任は、広告主に帰属するものです。この広告内容を県が推奨・保証等するものではありません

名称 日程・時間 会場 内容　 費用 問い合わせ先

イルミネーション
フェスタ「妖精た
ちの楽園」

11月９日（土）～
２年１月13日（月）
日没後～午後９時

カネコ種苗ぐんま
フラワーパーク

（前橋市柏倉町）

妖精たちの楽園をテーマに、園内が 
１００万球のＬＥＤで彩られます。11月23日

（土）には花火大会も開催します

無料
※入園料がか
かります
一般＝610円、
中学生以下＝
無料

カネコ種苗ぐんまフ
ラワーパーク
フ0120-1187-38
Ｆ027-283-8389

たかやまむら
i
イ ル ミ ネ ー シ ョ ン

llumination

11月９日(土)～
２年３月１日(日)
午後５時～９時

道の駅「中山盆地」
（高山村中山）

星降る村・高山村でイルミネーション
を開催します。ゆっくり、のんびり冬を
満喫してください。11月9日には「中
山宿祭り」とサックスコンサートを開
催します

無料
道の駅「中山盆地」
☎0279-63-2000
Ｆ0279-70-5000

下仁田ねぎ祭り 11月23日(土)
午前９時～午後３時

こんにゃく手作り
体験道場（下仁田
町下仁田）他

霜が降りる寒い季節に旬を迎える
「下仁田ネギ」の魅力をＰＲするイ
ベントです。25㍍もの「巨大ねぎま
作り」などさまざまなプログラムを
実施します

無料
下仁田町農林課
☎0274-64-8806
Ｆ0274-82-5766

シクラメンまつり
11月23日(土)～
12月23日(月)
午前９時～午後４時

明和町シクラメン
生産直売所（明和
町内）

明和の逸品・シクラメンの直売を行
います。購入者（先着50人）に各直売
所でプレゼントを差し上げます。町
役場など公共施設にあるチラシを持
参してください

無料
※花の購入は
有料

明和町産業振興課
☎0276-84-3111
Ｆ0276-84-3114

伊香保温泉石段街
イルミネーション

12月上旬～
２年１月中旬
午後５時～午前０時

伊香保温泉（渋川
市伊香保町）

歴史ある伊香保温泉の石段街を優し
い光が彩ります 無料

伊香保温泉旅館協同
組合青年部
☎0279-72-3201
Ｆ0279-72-3203

B

9

31

4

D

5

6

C

E

2

A

8

7

答え：Ａ～Eを順番に並べると？

A B C D E

 1 育って大きくなること
 2 食材としての「舌」。仙台名物・牛○○
 3 農作物の取り入れ
 5 化学式H2Oで表される液体
 7 「ボキャブラリー」を日本語で
 8 今日の朝

 2 大きな望み。「少年よ、○○○を抱け」
 4 外国に移り住んだ人
 6 地形や道路などを、平面上に縮小して表し
た図

 7 容積の単位。升の10分の1
 8 成り行き。途中○○○
 9 風説・風評・流言

たてのかぎ

よこのかぎ

応募方法　はがき、ファクス、Ｅメールまたは「ぐんま
電子申請受付システム」。①パズルの答え ②郵便番
号 ③住所  ④氏名（ふりがな） ⑤年齢 ⑥今月のぐん
ま広報へのご意見・ご感想 ⑦希望の賞品名を書
いてください（Ｅメールは件名に「クロスワードパズ
ル11月」と記入してください）
応募先
・ はがき　〒371-8570 広報課クロスワードパズル係
・ ファクス　027-243-3600
・ Ｅメール　crossword@pref.gunma.lg.jp
・ 電子申請（URLが変わりました） https://s-kantan.
jp/pref-gunma-u/
※右図から読み取れます
応募期限　11月13日（水）消印有効
※ファクス、Ｅメール、電子申請は
13日送信分まで
賞品　次の中から希望のものを一つ明記してください
近代美術館、館林美術館、歴史博物館、自然史博物館、
土屋文明記念文学館、日本絹の里、カネコ種苗ぐんま
フラワーパーク、ぐんま天文台、ぐんま昆虫の森、ぐん
まちゃんトートバッグ、ぐんまちゃんグッズ、ザスパクサツ
群馬（12月１日いわてグルージャ盛岡戦）、群馬クレイン
サンダーズ（今シーズンホームゲーム共通）、群馬交響楽
団定期演奏会（２年１月26日）
※当選者の発表は、賞品の発送をもって代えさせ
ていただきます

10月号の答えは「ヘルプマーク」でした。応募総数は1,128通でした。
たくさんのご応募・ご意見をありがとうございました。

　正解者の中から抽選で「県有施設の無
料ご招待券（２枚組み）」などを各５人に
プレゼントします

クロスワードパズル

イベント情報 ※「ググっとぐんま公式サイト」（https://gunma-dc.net/）などに掲載され
ているイベントの一部を紹介します。詳しくはお問い合わせください

※内容が変更になることがありますので、お出掛けの際はご確認ください

クロスワードパズルへの応募
はがき・メールを紹介します

※掲載された人には、ぐんまちゃん
のぬいぐるみをプレゼントします

◆特集「誰もが支え合う社会を目
指して」にとても考えさせられま
した。以前子どもを連れて帰省し
たときに、周囲の人にベビーカー
などを運ぶ手助けをしてもらった
ことがあります。とても安心し、
助かりました。
　障害のある人は毎日大変な思い
をされているのだと思うと、少し
の思いやりで安心してもらえるの
なら、手助けをしたいと改めて思
いました。� （館林市　29歳）

◆日常でヘルプマークをまだ見た
ことがありませんでした。もし見
掛けたら気を配って、少しでも手
助けをするように心掛けようと思
います。四つ葉のクローバーマー
クも、思いやりを持って見守りた
いです。
　心のバリアフリーを目指して、
私もこれから頑張ります。
� （高崎市　67歳）

　特集の取材を兼ねて、県庁
で行われた「ベトナム交流祭」
に参加しました。交流ブース
で簡単なベトナム語を教わり
ましたが、なかなか覚えられ
ずに四苦八苦。改めて外国語
を学ぶのは大変だなぁと感じ
ました。
　また簡単なベトナムのゲー
ムにも挑戦。ルールを教わり
ながら一緒に遊んだことで、
ベトナム人の人懐っこく、温
和な人柄に触れることができ
ました。
　イベントを通して、お互い
に理解し合おうという気持ち
を持つことが大切なのだと気
付かされました。　　（小柏）


